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【様式２】 

エントリー名：広島県立大崎海星高等学校  

活動名：「〇〇ＷＥＥＫ」と題したカリマネ 〜 教科を繋ぐ、大人の探究 〜 

解決すべき課題：本校は離島に位置する１学年１学級の小規模校であり、生徒不足による統廃合

の危機から 2014 年より高校魅力化事業に取り組んでいる。その１つに、地域をフィールドにし

た「総合的な探究の時間(以下、大崎上島学)」のカリキュラム開発があり、地域住民と共に創る

大崎上島学が本校の一つの魅力となり、今では本校への入学を希望する生徒が全国から集まるよ

うになった。一方で、現行の学習指導要領でも重要視されている「複数の教科・科目等における

見方・考え方を総合的・統合的に働かせて探究する」ことについては不十分である。それは、魅

力化評価システム【三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング】における生徒の資質の１つ「探究

性」が低いことからも見て取れ、この資質を向上させることが次に達成すべき課題である。 

目標：魅力化評価システム内の、生徒の資質「探究性」に属する以下の項目の上昇を目指す 

 
方針：「〇〇ＷＥＥＫ」と題した全教育活動を巻き込んだカリマネ的取組を行う一週間と、取組

を加速させるための「大人の勉強会」を、年間を通して定期的に実施する。 

活動内容：○○ＷＥＥＫの概要は次の通り。 

・「①：なぜなぜＷＥＥＫ」「②：説明するＷＥ

ＥＫ」「③：キャリアＷＥＥＫ」と題した全教

育活動で取組可能な共通活動を設定。(図１) 

・生徒はその活動をポートフォリオに蓄積。その

際「評価」の欄を設け、取組が目標達成により

繋がりやすいものになるよう促す。(図２) 

・①〜③のＷＥＥＫの成果を発揮する場として、

ディベートを行う。 

令和５年度には、②を３度実施し、ディベートを

行った。令和６年度は、10 月末現在までに①を実

施しており、11 月～12 月に②、③、ディベートを実施予定。 

大人の勉強会は、「日々の授業」を教科の枠を超えて協働的に探究する機会として定期的に開

催している。探究性・協働性・実用性を重視した設計とすることで、毎回高い満足度を得てお

り、参加任意にも関わらず管理職を含めほぼすべての教員が参加している。ＷＥＥＫにおいて

は、カリマネ担当者が実践前後に開催することで、ＰＤＣＡサイクルにおけるＣの機会とすると

ともに、ＷＥＥＫを日々の授業に反映させる具体的な案を考える場として機能している。

 

取組の過程：教員有志の私的な探究テーマ

として、令和３年度より教科横断型学習に

注力しており、今年度の形になるまでの過

程を時系列に沿って記述する。（図３） 

 令和３〜４年度は、大崎上島学および各

教科におけるコンテンツベースでの学びの

接続を中心に挑戦した。外部講師や高校生

を交えた勉強会（図４）を重ねる中で、

「コンテンツを中心におきつつも、特定の

コンピテンシーを磨く複数教科アプローチ」や、「生徒自身の

学びのアンテナの構築」の可能性を見出すことができた。ま

た、大崎上島学と各教科の学びの往還が見えはじめ、後に「大

崎上島学の中で教科スポット授業」や「ＳＴＥＡＭ教材の開

発」に繋がった。 

 しかし一方で、既存のカリキュラムを壊す可能性や持続性の

低さが課題として挙げられていたため、令和５年度より、育て

たい資質能力にも着眼した「持続的かつ全教育活動での取組」

を模索した。そして、勉強会を重ねた結果、「②：説明するＷ

ＥＥＫ」の構想に至った（図５）。本取組は「生徒の探究性を

伸ばすには？」を問いとした大人の「探究活動」そのものであ

り（図６）、実践の間に勉強会を設定し、全員でＰＤＣＡサイ

クルを回している。それにより、ＷＥＥＫ実施時には教職員全

員が自分事化できていたり、ディベート前には各教科の視点か

ら事前準備への助言があったりと、「コンテンツ・コンピテン

シーどちらも重視しつつ、気軽に取り組めるカリマネ的取組ツ

ール」へと昇華することができた。 

 令和６年度は、ＷＥＥＫに段階を持たせようという意見か

ら、「①なぜなぜ」と「③キャリア」を追加した。また、現在

は、ＷＥＥＫ・勉強会共に学校のカリキュラム・マネジメント

事業と統合しており、有志から始まったこの取組は、組織的で持続的な取組となった。 

活動の成果：  

成果１：令和６年度「①なぜなぜＷＥＥＫ」実施後のアンケートにおいて、生徒から、「当たり

前のことに疑問を持つ力がついた」、「問いをたてて解決しようとする力がついた」、

「なぜを深く探究することで新たな発見に繋がった」等の言葉があった。 

成果２：令和４年度入学生に、令和５年度の取組の前後で魅力化評価システムを実施したとこ

ろ、特に項目 76「公式やきまりを習う時、その根拠を理解するように、自分で考えたり調

べたりした」の値が 42.1% → 65.0% と 22.9pt 上昇し、ＷＥＥＫの効果を確認できた。 

成果３：教員間の授業に関する会話が増加し、横断的な授業が自然発

生するようになった。（図７） 

・英語✕地歴✕家庭科「イングリッシュクッキング」 

   ・総探内で各教科の視点を活用する授業「汁－１グランプリ」 

成果４：「大崎上島学での教科スポット授業（数学)」が生徒の探究

の質をあげる一助となり、広島県教育委員会の「地域と高校の

新しい連携・協働の在り方研修会」において、本校がモデルと

して招待され、県内で唯一生徒自身が学びの事例発表を行った。 
 

図１：〇〇ＷＥＥＫ 実施要項より 

図２：各ＷＥＥＫにおける評価基準（ポートフォリオ記入時に生徒に相互評価させ、より良いアウトプットを促す。） 

図３：これまでの教科横断的な取組 

図４：生徒も交えた勉強会 

図６：勉強会にて探究する大人の姿 

図７：職員室での授業作りの様子 

図５：説明するＷＥＥＫの様子 

※事務局記入欄

№053


